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パストとは？

ショップ、商業施設、オフィス、マンションなど、

生活に身近な場所に「捨てる以外の選択肢」を提供します。

手軽で簡単な循環のアクション

利用者はPASSTOの回収ボックスに不要品を投函するだけ。
誰もが手軽に循環アクションに参加することができ、

誰かの不要を、次誰かの必要へ繋げます。

衣類はもちろん、雑貨やおもちゃなど幅広い品目に対応。

回収したものは細かな選別を経て、国内外へ再流通します。

全てをデータで管理し、信頼性・透明性の高い循環を実現します。

全国で、多品目に対応
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パストとは？

誰もが簡単に・継続的に循環アクションに参加できる “場づくり” が可能

「最適な循環」を実現し、再資源化率は “98％” 超*

REUSE

RECYCLE定期回収

循環センターご利用者様

回収〜選別〜再流通の全ての

工程をデータ化することにより、

取組結果のレポーティングが可能

より環境負荷が少ない、

リユースを優先

・回収日時／拠点／量

・リユースリサイクル率

・CO2排出削減量 等

回収拠点 回収 選別 国内外へ再流通

リユース出来ないものは、

生地や別素材として再資源化

*案件や時期によって、リユース・リサイクル率は異なります。2023年6月時点の幾つかのプロジェクトにおける実績値です
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レポーティングサービス

回収〜再流通まで、全ての工程をデータ化して管理することで、

取り組みの実績や成果を可視化する環境レポートを提供しています。

トレーサビリティダッシュボード 環境レポート

ご担当者様のデバイスからいつでも回収拠点ごとの

回収量やリユース・リサイクル率をご確認いただけます。
半年に一回程度、CO2排出削減量を記載した
資源循環アクションレポート*をご提供します

*現在は衣類のみ対応
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取扱品目概要

もう使ってないけど、捨てるのは勿体なくて部屋に眠ってしまっているモノ

出来れば捨てたくはないけど、仕方なく捨ててしまっているモノなど

ライフシーンにおける、あらゆるモノに「捨てる以外の選択肢」を提供します。

例えば・・・

トレンドが過ぎて、出番が少なくなった服

体型が変わって、もう着れなくなった服

新しいものを買って、使わなくなった服飾雑貨

例えば・・・

成長と共に着れなくなった子供服

お祝いにいただいたおもちゃ

何となく捨てづらいぬいぐるみ

例えば・・・

以前使っていた趣味のスポーツ用品

買替えで出番が少なくなった生活雑貨

数が増えてきて置き場がないキャンプ用品

衣類 子ども用品 ホビー/雑貨
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ボックスデザイン

M-SIZE

商業施設などの共用部

W500 x H1,600 x D500（外寸）／台
＜セット内容＞

・ボックス本体 x２台
・内袋（フレコン） x4枚

強化段ボール製

or 

リボード製

LL-SIZE

大型商業施設など

W980 x H1,750 x D800（外寸）
＜セット内容＞

・ボックス本体 x 1台
・カゴ台車 x4枚
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取組みを通じて目指したい姿

商業施設・店舗 ×脱炭素 ×サーキュラーエコノミー

地域社会における資源循環の拠点

生活者の暮らしに根付いた商業施設や店舗において循環の拠点を設置することで

お客様の利便性を向上させ、地域におけるサスティナビリティの中心地の役割を担う
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導入メリット

¥

¥0
FREE

来店頻度の向上 / 購買機会の提供
不要品の投函を目的に利用者の来店頻度が向上し

ポイントなどと連携し購買促進に繋げることが可能

お客様サービス向上と環境貢献を両立
面倒な手間は一切なく、捨てずにモノ手放せる場を提供する

ことで、お客様へのサービス向上と環境を両立します

集まった資源が収入源にもなる

雑貨類は弊社が５円/kgで買い取ることで
新たな収入源になります

御社のサステナビリティ推進に貢献

取組みを通じた資源循環を可視化し、CO2排出削減量等を
レポーティング。御社事業のサステナビリティ推進に貢献します

*CO2排出量削減レポートは、現状衣類のみが対象です（雑貨は対象外）
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その他付属サービス

PASSTOでの回収の他、廃棄物の回収や
商品の卸販売などの付属サービスもご提供可能

産業廃棄物（売れ残りや忘れ物等）の回収
弊社物流を活用することで売れ残りなど事業活動に伴う廃棄物を効率的かつ安価に処理

一般廃棄物の収集事業者の手配/管理
全国的なネットワークで優良な収集事業者を手配/管理し一般廃棄物を収集

商品の卸販売
PASSTOで回収した中から店頭で再販売可能な商品を有償提供することが可能
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家にある衣類・小物がなくなった分、新しいものを買いに来れる

パストを利用しているお客さんが購買に繋がっている実感がある(衣類販売担当者)

ここに来れば“使わなくなったものを渡せる場所がある“と分かっているのは非常にありがたい

家に着ないけど捨てるには気が引ける洋服がたくさんある

パストしたお客さまから声をかけてもらうことが多くなりお客さまとの新たな接点につながった

ポイント目的ではなく、パストメインの利用が多い（ポイント連携をされている企業様より）

お買い物ついでに箪笥を軽くすることができる！

捨てずにこのような取り組みに参加できるのが嬉しい
お客様

設置者

利用者の声
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導入までの流れ（詳細）

お打合せ

ご提案

STEP-1

詳細確認

現場調整

STEP-2

設置・告知開始

STEP-3 PASSTO

定期回収

スタート

御社内で、実施に向けたご検討

をいただき、必要に応じて適宜

お打合せ実施します

物流ルートのプランニングを行い、

施設のボックス設置箇所・数量・

搬入出情報などを確認します

社内で承認をお取りいただき、

サービス利用申込書をご提出い

ただきます
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よくあるご質問

Q5｜回収対象外のものが入っていた場合の対応はどうなりますか？
→仮に対象外品が入っていた場合でも、現地に残置することはありません。
リユース・リサイクルが難しいアイテムが多く含まれる場合は、利用者さまへの
ご案内や改善をご相談をさせていただく場合がございます。

Q4｜記載されているアイテム以外は回収できないのですか？
→記載のアイテムは代表的なアイテム例です。衣類、雑貨カテゴリーに該当する
ものであれば、NG品目を除き記載アイテム以外も回収可能です。
詳細は担当者にご相談ください。

Q2｜設置する場所についての制約はありますか？
→屋根の有無に関わらず、屋外はNGとさせていただいております。箱の劣化、
回収品の濡れ・汚れのリスクを防ぐため、風雨にさられない屋内への設置を
お願いしております。利便性の観点から、ご利用者様が立寄り易く回収を行い
やすい場所をご検討下さい。

Q1｜箱の素材は何ですか？劣化した場合の対応はどうなりますか？
→ BOXの種類によって異なります。十分な耐久性（強度）のある作りになって
おり、屋内環境で丁寧に扱えば数年間は問題なく使用できます。万が一、損傷
など発生した場合は、運営上への影響・損傷事由によって無償交換致します。

Q7｜盗難防止対策はありますか？ごみを投入されることはないですか？
→施錠や投入物の盗難防止対策は特に行っておりません。より安心してご利用いただく
為に、受付付近や防犯カメラのある場所への設置もご検討ください。

Q3｜箱はいくつ設置する必要がありますか？
→衣類・雑貨の回収を行う場合、分けて回収する必要があるため、２つセットで
設置させいただいております。衣類のみを対象にしたい、スペースの都合上
２つ設置が難しい場合などはご相談ください。

Q8｜箱が一杯になったら（回収日以外でも）回収しに来てくれますか？
＊宅配以外の場合

→基本的に週１回の定期回収（日時は弊社指定）とさせていただいております。
定期回収日前にボックスが一杯になる場合は、設置者様によるバックヤード等
への一時的な保管のご協力をご相談させていただいております。

※今後のサービスアップデート状況により、箱のデザインやサイズ、素材、仕様は変更になる可能性がございます。また、回収品目についても今後変更・追加になる可能性がございます。

Q6｜対象品目以外にも品目を追加することは出来ますか？
→現時点では、資料に記載の品目に限定させていただいておりますが、今後の品目拡大
も検討しておりますので、具体的なご要望がございましたら是非お寄せ下さい。
個人情報が絡むもの（スマホやPC等）の回収は、現時点では難しいです。

Q9｜トラブルが発生した場合（火災、異臭、毀損等）の対応はどうなりますか？
→トラブルの発生理由が弊社の過失が原因と認められる場合を除き、
弊社がトラブルに対し責任を負うことは致しません。
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会社概要

創立年月日

従業員数

本社所在地

会社名

資本金

年間取扱重量

事業内容

2007年8月17日（2008年10月1日設立）

135名（2023年06月現在）
鹿児島県薩摩川内市

5億7,401万円（資本準備金を含む）

12,000ｔ（古着約5,000ｔ）*2021年度実績

循環型社会に向けたインフラ・システム開発
及びリユース・リサイクル事業

株式会社 ECOMMIT （Webサイト）

主要株主様

https://ecommit.jp/
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ECOMMITの事業

不要品の回収・選別・再流通を一気通貫で行うことで、

あらゆるものが循環できる社会のインフラを構築しています。

全国対応型の”回収物流ネットワーク”、回収した物の経済的価値を
最大限活かす”選別ノウハウ”を持ち、手間の掛かる工程を一括で

担うことで、循環のサイクルをワンストップで実現

自社開発のトレーサビリティシステムにより、

回収から再流通まで”モノの流れ”をデータ化し、
リユース・リサイクル率の算出、CO2削減量をレポーティング
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取引実績

多くの民間企業様や地方自治体様との協業実績

40＋

鹿児島県大崎町

屋久島町

京都府亀岡市

埼玉県さいたま市

佐賀県佐賀市…



Contact：営業開発部｜TEL：0996-29-5188｜Mail：j.sales@ecommit.jp｜受付時間：平日9:00-17:00

THANK YOU


